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水交会横須賀支部家族支援センター運営要領 
 

 
（組織） 
第１条 水交会横須賀支部（以下「水交会」という。）は、水交会横須賀支部家族 
支援センター（以下「センター」という。）を設置し、センターの運営に関し横須

賀地方総監部（以下「総監部」という。）の支援を受ける。 
 
（目的） 
第２条 センターは、海上自衛隊の行動等に伴う警急呼集に際し、海上自衛隊施設

内に総監部が設置する児童の一時預かり所（以下、「児童一時預かり所」という。）

の業務を援助することにより、隊員が職務に専念できる環境形成に寄与すること

を目的とする。 
 
（用語） 
第３条 この運営要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。 
１ 援助会員 
  家族支援援助会員に登録された水交会会員 
２ 派出会員  

児童一時預かり所に派出される援助会員 
３ 援助活動 受付業務、預かり物品の管理、環境整備 、児童の見守り、配膳、着

替え介助、トイレ付添い、その他、海上自衛隊側から支援依頼のある活動 
 
（対象） 
第４条 児童一時預かり所に預けられた隊員の児童全てとする。 
 
（センターの業務） 
第５条 センターは次の業務を行う。 
１ 会員の募集、登録 

水交会は派援助会員を募集、登録し、別紙様式により「援助会員一覧」を作

成、維持する。 
 
 

２ 



２ 援助活動の実施要領及び留意事項 
（１）水交会は総監部と調整し、派出会員に対して援助活動のための出頭場所、

及び日時を通報する。 
（２）指定場所に出頭した派出会員は、児童一時預かり所において、隊員の監督

下で指示された援助活動にあたる。 
（３）援助活動のうち、着替え介助、トイレ付添いなど性別に応じて配慮の必要

が認められる活動については、基本的に同性があたるものとし、細部につい

ては監督する隊員の指示を得て行うものとする。 
（４）援助活動において事故が発生した場合、総監部に対し必要な協力を行う。 
 
３ 所要の講習会及び訓練の企画、実施 
水交会は、総監部が企画、実施する「ファミリー・サポート・センター事業に

おける講習の実施について」（雇児職発０９３０第１号。２３．９．３０）に準

じた講習及び緊急登庁支援訓練に所要の会員を参加させる。 
 

（経費） 
第６条 派出会員の児童一時預かり所に出頭するための交通費は、当該派出会員が

支出する。 
 
（個人情報保護） 
第７条 総監部及び水交会は、本活動に関して収集した個人情報の管理について適

正なそれぞれの部内措置をとる。 
 
（連絡窓口の設置） 
第８条 総監部及び水交会は、センター運営のための連絡窓口を設置する。 
 

３ 






